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※詳細は 6 月号にて

先
日
、
初
め
て
支
部
大
会
に

参
加
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

9
年
ぐ
ら
い
土
建
に
入
っ
て

い
ま
し
た
が
、
全
く
活
動
に
参

加
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
何

を
す
る
の
か
も
わ
か
ら
ず
、
不

安
ば
か
り
で
し
た
。

い
よ
い
よ
開
催
さ
れ
た
第

五
十
回
清
瀬
久
留
米
支
部
定
期

大
会
で
あ
る
。
個
人
的
に
は
、

「
千
七
百
二
十
七
番
目
」

新
執
行
委
員
長

決
意
新
た
に

4
月
1
日
（
日
）、
支
部
結
成
50
周
年
の
節
目
と
な
る
、
第
50
回
定
期
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
度
の
運
動

総
括
と
新
年
度
の
運
動
方
針
、
新
し
い
支
部
執
行
部
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
仲
間
づ
く
り
運
動
を
よ
り
一
層
強
く
大
き

く
す
る
、
次
の
50
年
へ
向
け
た
一
歩
が
踏
み
出
さ
れ
ま
し
た
。

第50回
定期大会

他
な
ら
ぬ
緊
張
感
を
持
っ
て
臨

み
ま
し
た
。
短
く
感
じ
た
午
前

中
の
本
会
議
、
そ
し
て
午
後
に

入
り
段
々
と
迫
り
く
る
選
挙
管

理
委
員
長
の
新
役
員
の
読
み

上
げ
、
そ
の
瞬
間
が
来
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
思
っ
て

い
た
以
上
に
緊
張
感
も
な

く
あ
っ
さ
り
席
を
立
ち
、

て
い
ま
す
。

支
部
大
会
の
資
料
に
目
を
通

す
と
、
お
世
話
に
な
っ
て
い
る

人
達
が
ほ
と
ん
ど
役
職
に
つ
い

て
い
て
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
。

会
議
も
進
み
各
専
門
部
に
分

か
れ
て
の
提
案
、
討
議
、
採
択

会
場
に
着
い
て
み
る
と
何

人
か
知
っ
て
い
る
人
が
い
て

声
を
掛
け
て
く
れ
た
の
で
少

し
安
心
し
ま
し
た
。
自
分
は

最
近
土
建
の
野
球
を
き
っ
か

け
に
、
少
し
ず
つ
で
す
が
土

建
の
活
動
に
参
加
し
始
め
、

色
々
な
方
に
お
世
話
に
な
っ

で
は
、
組
織
部
、
後
継
者
対
策

部
で
話
を
聞
か
せ
て
も
ら
い
ま

し
た
。
ど
う
し
た
ら
も
っ
と
人

が
増
え
る
の
か
な
ど
の
話
の
中

で
、
増
や
す
の
も
大
事
だ
が
今

い
る
土
建
を
や
っ
て
い
る
人
一

人
ひ
と
り
と
の
関
係
を
太
く
し

て
、
あ
の
人
が
居
る
か
ら
イ
ベ

ン
ト
に
出
て
み
よ
う
と
い
う
よ

う
な
関
係
作
り
を
し
、
減
る
人

も
少
な
く
し
よ
う
、な
ど
な
ど
、

自
分
の
知
ら
な
い
と
こ
ろ
で

色
々
な
人
が
、
色
々
な
対
策
を

し
、
討
論
し
て
い
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。

活
動
に
参
加
し
て
み
る
と
楽

し
い
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ

ん
な
の
で
、
自
分
み
た
い
に
何

年
も
土
建
に
入
っ
て
い
る
け
ど
、

ま
だ
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
こ

と
が
な
い
人
に
も
「
土
建
っ
て

こ
ん
な
に
楽
し
い
こ
と
を
し
て

い
る
よ
」
と
い
う
こ
と
を
知
っ

て
欲
し
い
し
、
自
分
を
野
球

や
色
々
な
イ
ベ
ン
ト
に
声
を

掛
け
て
く
れ
る
人
み
た
い
に
、

自
分
も
色
々
な
人
と
太
い
関

係
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
し
た
。

滝
山
分
会　

山
口
大
貴

私
は
第
5
分
科
会
の
「
職
域
・

技
術
対
策
部・教
育
宣
伝
部
」へ
。

先
ず
は
住
宅
デ
ー
の
取
り
組
み

方
か
ら
。「
き
よ
せ
平
和
と
健
康

ま
つ
り
」
の
よ
う
な
「
東
久
留

米
ど
け
ん
ま
つ
り
」
も
開
催
し

た
い
。
最
初
は
大
変
な
事
も
あ

る
け
ど
他
団
体
に
も
働
き
か
け

た
ら
出
来
る
か
も
…
と
。
期
待

が
膨
ら
む
提
案
が
。
地
域
の
つ

背
中
を
押
し
て
ゆ
く
姿
勢
。
私

は
現
状
、
千
七
百
二
十
七
番
目

の
位
置
に
居
る
。

と
に
か
く
、
こ
の
先
の
道
程

は
、
山
あ
り
谷
あ
り
の
険
し
い

も
の
だ
と
言
う
認
識
を
持
ち
、

集
中
力
だ
け
は
欠
か
さ
ず
に
、

代
表
の
挨
拶
を
淡
々
と
述
べ

た
と
思
う
。

改
め
て
申
し
て
お
き
た
い

事
は
、
権
限
は
大
で
あ
る
と

共
に
責
任
も
大
で
あ
る
事
。

常
に
引
っ
張
る
の
で
は
な
く

な
が
り
が
広
が
る
っ
て
お
互
い

に
元
気
が
出
る
し
素
敵
な
事
で

す
よ
ね
。

清
瀬
市
の
児
童
養
護
施
設
と

の
交
流
を
き
っ
か
け
に
、
生
徒

さ
ん
が
建
築
カ
レ
ッ
ジ
に
合
格
。

支
部
事
業
所
に
就
職
が
決
ま
り

4
月
か
ら
働
く
こ
と
に
な
っ
た
、

と
の
報
告
に
は
地
域
で
の
地
道

な
活
動
の
成
果
で
土
建
の
面
目

躍
如
と
感
じ
ま
し
た
。

「
教
育
宣
伝
部
」
の
活
動
報

告
と
2
0
1
8
年
度
の
活
動
重

点
に
つ
い
て
は
支
部
機
関
紙
へ

の
要
望
等
、
終
始
和
や
か
に
意

見
を
出
し
合
い
ま
し
た
。
三
葉

主
婦
の
会
ニ
ュ
ー
ス
を
発
行
し

て
い
る
身
に
は
、
誌
面
作
り
へ

参
考
に
な
る
事
も
多
く
あ
り
ま

し
た
。
分
科
会
方
式
で
の
討
議

は
気
軽
に
話
せ
て
理
解
が
深
ま

る
の
で
良
か
っ
た
で
す
。
仲
間

の
声
で
運
動
を
伝
え
る
機
関

紙
「
清
久
留
ら
い
ふ
」
に
大

い
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

三
葉
分
会　

齋
藤
い
し
子

組
合
と
の
太
い
関
係

作
っ
て
い
き
た
い

清
久
留
ら
い
ふ
に

大
い
に
期
待

2
0
1
8
年
度
支
部
役
員
紹
介

執
行
委
員
長

前
川　

達
夫
（
三
葉
・
と
び
）

副
委
員
長

尾
芦　

富
雄
（
松
竹
・
電
気
）

川
村　

裕
也
（
三
葉
・
大
工
）

笹
原　

康
弘
（
三
葉
・
塗
装
）

五
十
嵐
留
夫
（
北
浅
・
大
工
）

書
記
長

小
田
澤
陽
一
（
松
竹
・
塗
装
）

書
記
次
長

川
本　

尚
之  （
青
空
・
畳
）

砂
川　

恵　

  （
書
記
）

本
田　

将　

  （
書
記
）

山
内　

高
広  （
書
記
）

常
任
執
行
委
員

望
月
慎
一
郎
（
元
塩
・
通
信
）

徳
武　

弘
士
（
清
里
・
内
装
）

三
浦　

和
顕
（
滝
山
・
塗
装
）

清
水　

純　

  （
滝
山
・
大
工
）

赤
塚　

隆
雄
（
三
葉
・
管
工
）

荒
牧　

孝
好
（
南
町
・
大
工
）

石
塚　

貴
紀
（
青
空
・
防
水
）

長
谷
川
重
之
（
青
空・ガ
ラ
ス
）

佐
藤　

聖
峻
（
青
空
・
大
工
）

常
任
執
行
委
員
待
遇

柳
本
留
美
子
（
青
空
・
鉄
骨
）

執
行
委
員

小
薗　

照
美
（
元
塩
・
設
計
）

関　

敏
郎　

  （
松
竹
・
地
盤
）

伊
藤　

康
裕
（
清
里
・
管
工
）

畑
田　

義
次
（
滝
山
・
大
工
）

西
川　

元
一
（
北
浅
・
管
工
）

綱
島　

豊　

  （
南
町
・
大
工
）

杉
村　

真
理
（
元
塩
・
造
園
）

阿
部　

史
夫
（
松
竹
・
畳
）

砂
川　

修
治
（
清
里
・
電
気
）

西
部　

力  　
（
滝
山
・
塗
装
）

小
門　

信
一
（
三
葉
・
土
木
）

安
部　

孝
二
（
北
浅
・
大
工
）

清
水　

恒
男
（
南
町
・
塗
装
）

柳
橋　

直
史
（
滝
山
・
塗
装
）

会
計
監
査

古
名　

孝
二
（
清
里
・
大
工
）

宮
下　

輝
靖
（
三
葉
・
電
気
）

執
行
委
員
待
遇

新
海　

照
明
（
滝
山
・
大
工
）

石
垣　

市
子
（
元
塩
・
塗
装
）

マ
イ
ペ
ー
ス
を
貫
き
前
進
し
て

ゆ
く
覚
悟
で
す
。

三
葉
分
会　

前
川
達
夫

熱
気
が
伝
わ
る
本
会
議
の
討
論
の
様
子

青
年
部
も
ガ
ン
バ
ロ
ー

復
興
支
援
の
コ
ン
ブ
と
ワ
カ
メ
は
い

か
が
？

仲
間
の
つ
な
が
り
で
50
年
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食事制限なしで生
活したいですから

私
は
昨
年
の
健
康

診
断
で
血
糖
値
が
一

定
以
上
と
診
断
さ
れ

た
の
で
、
国
保
組
合

で
糖
尿
病
を
未
然
に

防
ぐ
目
的
の
糖
尿
病

予
防
事
業
の
健
康
教

室
に
参
加
し
ま
し
た
。

最
初
の
面
談
で
砂

糖
の
取
り
す
ぎ
だ
と

わ
か
り
、
一
日
5
、

6
杯
砂
糖
・
ミ
ル
ク

を
入
れ
て
飲
ん
で
い

た
コ
ー
ヒ
ー
を
3
杯
ぐ
ら
い

に
し
た
と
こ
ろ
、
中
間
の
採

血
で
は
一
定
値
を
ク
リ
ア
し

て
い
ま
し
た
。

間
食
に
気
を
付
け

た
り
と
ほ
ん
の
少
し

の
見
直
し
で
大
丈
夫

で
し
た
。

今
の
時
期
に
見
直

し
が
で
き
て
良
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
食
事

制
限
な
し
で
生
活
し

た
い
で
す
か
ら
…
！

南
町
分
会

　

高
杉
と
し

名
称
変
更 

住
宅
セ
ン
タ
ー
か
ら

東
京
土
建
リ
フ
ォ
ー
ム
へ

支
部
住
宅
セ
ン
タ
ー
総
会
が

3
月
30
日
（
金
）、
支
部
会
館
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

昨
年
度
の
工
事
実
績
は
相
談

件
数
52
件
、
成
立
件
数
26
件
、

受
注
金
額
は
5
5
0
万
円
を
超

え
、
い
ず
れ
も
過
去
最
高
と
な

り
ま
し
た
。
住
宅
デ
ー
や
共
闘

団
体
か
ら
の
相
談
、
組
合
員
か

ら
の
紹
介
が
特
徴
的
で
し
た
。

更
に
、
リ
ピ
ー
タ
ー
や
お
客
様

か
ら
の
紹
介
も
あ
り
、
信
頼
の

高
ま
り
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

今
年
度
は
更
な
る
飛
躍
を
目

指
し
、名
称
を「
住
宅
セ
ン
タ
ー
」

か
ら『
東
京
土
建
リ
フ
ォ
ー
ム
』

へ
と
変
更
し
ま
し
た
。
新
名
称

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。尚
、

会
長
に
は
清
里
分
会
の
古
名
孝

二
さ
ん
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。　

松
竹
分
会　

阿
部
史
夫

三
葉
分
会
は
4
月
15
日（
日
）

支
部
会
館
で
分
会
・
群
役
員
学

習
会
を
北
浅
分
会
と
合
同
で
開

催
し
ま
し
た
。
テ
キ
ス
ト
を
元

に
東
京
土
建
の
組
織
・
任
務
と

役
割
を
、
資
料
を
使
い
各
専
門

部
の
内
容
、
組
合
費
納
入
の
ル

ー
ル
を
分
か
り
や
す
く
学
び
ま

し
た
。

今
回
は
「
9
条
改
憲
っ
て

「
楽
し
い
一
日
と
な
り
ま
し
た
」

分
会
群
役
員
学
習
交
流
会

五
月
一

日
に
メ
ー
デ

ー
を
行
う
た

め
、
当
日
に

向
け
た
デ
コ

制
作
及
び
要

仲
間
と
一
緒
だ
か
ら
楽
し
い
！

メ
ー
デ
ー
デ
コ
作
ろ
う

求
を
決
め
る
た
め
に
今
年
も
実

行
委
員
形
式
で
行
い
ま
し
た
。

自
分
が
実
行
委
員
長
に
な
り

ま
し
た
。

初
日
に
大
ま
か
な
方
針
を
決

め
、「
地
元
の
技
術
者
集
団
、
東

京
土
建
」
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
た

め
ト
ラ
ッ
ク
に
乗
る
ぐ
ら
い
の

家
を
作
る
こ
と
に
決
ま
り
ま
し

た
。
色
々
問
題
点
が
有
り
ま
し

た
が
図
面
も
出
来
上
が
り
、
制

作
日
当
日
に
は
大
勢
の
人
が
来

て
く
れ
ま
し
た
。

主
婦
の
会
や
シ
ニ
ア
友
の
会

に
も
協
力
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
力
を
借
り
て
材
料
や

道
具
を
提
供
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。

骨
組
み
か
ら
作
り
始
め
本
格

的
に
仕
掛
け
を
作
り
、
本
物
に

近
い
構
造
で
つ
く
り
ま
し
た
。

次
に
外
装
は
素
人
で
も
わ
か

り
や
す
く
半
分
切
り
開
き
、
中

身
を
見
せ
て
仕
上
げ
も
色
々
な

種
類
を
使
っ
て
見
る
角
度
に
よ

っ
て
違
っ
た
内
装
に
仕
上
げ
ま

し
た
。
職
人
の
集
ま
り

な
だ
け
あ
っ
て
こ
だ
わ

り
が
強
く
と
て
も
出
来

が
良
い
家
が
完
成
し
ま

し
た
。

今
回
の
メ
ー
デ
ー

で
自
分
が
学
ん
だ
教
訓

は
、
一
人
じ
ゃ
何
も
で

き
な
い
と
い
う
こ
と
で

し
た
。

青
空
分
会　

佐
藤
聖
峻

参
加
で
き
な
い
仲
間
な
ど
、
抱

え
て
い
る
問
題
を
共
有
で
き
ま

し
た
。
ま
た
、
群
会
議
の
共
同

開
催
の
取
り
組
み
な
ど
報
告
も

あ
り
、
仲
間
づ
く
り
運
動
の
中

で
、
少
し
ず
つ
で
す
が
改
善
の

方
向
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

学
習
会
終
了
後
、
他
分
会
か

ら
も
多
く
の
仲
間
が
集
ま
っ
て

交
流
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

楽
し
い
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

三
葉
分
会　

北
島
晃

何
？
」
D
V
D
や
自
転
車
共
済

の
学
習
、
特
に
群
会
議
の
あ
り

か
た
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し

た
。
役
員
の
高
齢
化
や
仕
事
で

教
訓
・
一
人
じ
ゃ
何
も
で
き
な
い

清
久
留
ら
い
ふ
5
0
0
号
で
募
集
し

た
似
顔
絵
☆
マ
ッ
チ
ン
グ
の
正
解
を
発
表

し
ま
す
。

祝　500号お楽しみ企画
似顔絵☆マッチング正解発表

応
募
総
数
16
名
の
中
で
見
事
正
解
さ

れ
た
の
は
南
町
分
会
3
群
の
綱
島
豊
さ
ん

で
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

楽しい企画で地域の建設業者を
大いにアピール !!

東京土建の一大イベント

『住宅デー』が開催されます。
包丁研ぎやまな板削り、木工教室、上棟
式などのほか、楽しい企画が盛りだくさ
ん !仲間のみなさん、お誘い合わせてご
来場ください。

５月20日（日）
　清瀬市
　　竹丘公園
　東久留米市
　　東久留米市民プラザ広場

６月３日（日）
　清瀬市
　　第３小学校
　　JA 横清瀬市役所職員駐車場
　東久留米市
　　スーパーマルエツ前
　　八幡団地集会所広場
　全日程10：00〜14：00
　参加費は無料です。

住宅デーにみんな集まれ !!

制
作
は
み
ん
な
で
楽
し
く

手
作
業
で
刻
ん
だ
材
料
　
下

あ

BA C

うい


